
‐監悲ご二:

に二扁お々4町民応方々､町外の鏡ちゃんなど

に_ﾑ2ｽ00各をこえる方々が議まつてくれま
ｉ皆罰恣即応

　たね哨纒勅しました!!

　罫で屈居を

　訟ｮ昏ﾖ眉ご

　毘温脂肪儡『
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・ ５月１１Ｅﾖ午後８時５０分、定ilを少し涯れて淳吉角駅の４§ホームを

列車がいつもと『司じぷうに出発した。しかし、惣一ムには溺れ為､ばかり

の人、フラッシコ｡か次々とたかれ包もか手を振る、発車も満員、互い|こ

全く罠知らぬ者同士で翁りながら華客も窓から身を華り出して手を振i5.

78犀の■史を叙え!)江差締切ホントtこ最後のラストランの池原‥・

滴えゆく既史のｌさと温もりa]なかで列車は●ｶ11ご酒覇に洞えていった、

｀･

,木古内町・水古内窟工会・木古内町偏光協会|
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